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唯ヨ・ の要
1:::::. 
国

筆者は α-amylase の 1 種であるタカアミラーゼ、Aが分子量 52 ， 000 当り 4 ケのシスチン架橋と，

1 ケのシスティン残基を含有していて，乙の後者のシスティン残基が intact なアミラーゼ分子中で

はマスクされた状態で存在していることを前に報告した。

さらに，既報のごとく，上述のシスチン架橋の段階的還元に，現象論的に成功した，すなわち温和

な条件のもとで，シスチン架橋を NaBH4 を用いて還元的に切断し，その結果生じたシスティン残基

を，電流泊定法で定量していくと，還元反応の進行lこともない，最初 2 モノレのシスティン残基が滴定

され， しばらく滴定値の増加が認められない。その後 1 モノレの増加(合計 3 モノレ)が認められ，また

しばらく増加が停止する。

次に ， 2 モノレ(合計 5 モル)が滴定され， また， しばらく増加が停止した後に， 次の増加が始ま

る。

以上の結果から，最初と 3 番目の段階に現われる各 2 モノレのシスティン残基は， 4 ケのシスチン架

橋中のおのおの特定の 1 ケのシスチン架橋の選択的還元によるものと結論された。 2 番目の段階に現

われる 1 ケのシスティン残基は， 1 番目の段階で 1 ケのシスチン架橋が切断された後，誘因されたア

ミラーゼ分子の構造の変化の結果，外部に露出された， intact なアミラーゼ分子中では，マスクされ

た状態にあった， システィン残基に由来するものと結論された口 さらに， 筆者は， 上述の結論を化

学的に証明するため，第 1 段と第 2 段目に現われるシスティン残基について，次のような実験を行な

った口段階的に現われるシスティン残基を，放射性のヨード酢酸で labeling を行ない， 乙の放射性

アミラーゼ諸導体をペプシンで消化した。乙のペプシン消化物を，過ギ酸で酸化し，乙の結果得られ

たアミラーゼ誘導体を用いて，ラディオオートグラムを調製した。一方，アミラーゼ分子中に，マス

クされた状態で存在しているシスティン残基を変性剤を用いて露出させた後，上と同様な処理を行な
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った。これらのラディオオートグラムから，主な放射性ペプチドを分離精製し，それらの構成アミノ

酸を定量分析した。この化学的証明のための実験結果から既述の現象に対する解釈が正しかったと結

論される結果を得た。

乙のような実験は，酵素の実体を理解するために煮要なのみならず，一般高分子化合物を理解する

にも役立つものと思われる。

論文の審査結果の要旨

宣!柄国君はタカアミラーゼAを NaBH4 で還元する際に ， S S 結合が還元されて生ずる SH基をH寺

間的に追跡すると，整数個の SH基が順次定量されることをすでに観察していた。すなわちまず最も

還元され易い SS 結合が還元されて 2 個の SH基が定量され，つづいてマスクされていた SH基が定

量され，さらに第 2 の SS 結合が還元されるという風に，段階的に還元が進行するという極めて興味

ある事実を見出した。この段階的反応は極めて明確に示された最初のものであり，この反応は還元温

度，アミラーゼ分子の僅かの conformation の変化，また還元剤の純度に極めて鋭敏であることを，

数多くの実験結果に基づいて明確に示した。

上述の段階的反応性は SH基の分析結果のみに基づいたいわば現象の観察に過ぎない。そ乙でとの

現象を化学的に実証するために，第 1 段階での還元で生じた 2 個の SH基を C14 合有ヨード酢酸でカ

ルボキシメチノレ化後ペプシンで消化し ， 1 個の SS 結合の還元によって生じたと考えられる放射性ペ

プチドを分離精製しこれらペプチドのアミノ酸分析を行なって，上述の段階的還元反応は見掛け上の

ものではなく，真に蛋白質分子内で生じていることを化学的に証明した。同様の証明を 3 個の SH基

が定量できる段階の反応物についても示したD

上述の宣君の研究は蛋白質での段階的反応性を化学的な根拠によって確認した極めて興味あるもの

であり，理学博士の学位論文として価値あるものと認める。
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